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Ｓｏｃｉａｌ～社会貢献活動

　当行は、近年、衰退の兆候が目立つ世界遺産･吉野
山（奈良県吉野町）のシロヤマザクラ（約3万本）を守る
ため、官民をあげて設立された「吉野の桜を守る会」に
特別会員として参加しています。
　各種イベントへのボランティア・スタッフの派遣など、
地元金融機関として「吉野の桜」の保護・育成活動に
積極的に協力しています。

　当行は、わかくさ国体に向けて1982年に女子ホッケ
ー部を創部し、奈良県を中心にスポーツ振興に努め
ています。現在、奈良市認定の「Top Sports City 
奈良」のパートナーチームとして、同市のスポーツ事
業への参加や学校訪問の実施、また地元小学生を
対象にしたホッケー
スクールを開催する
など、ホッケー競技
を通じて地域社会
への貢献や交流に
力を入れています。

　当行退職者から成る「ナント・なら応援団」は、県下の社寺等において
拝観ガイドを行うボランティア・グループで、2010年開催の平城遷都
1300年祭を機に結成されました。
　奈良県内各地で文化財を特別公開する「祈りの回廊 秘宝・秘仏特別
開帳」等において拝観者から好評を得ています。
　今後とも観光県奈良の活性化に取組んでまいります。

　当行はすべてのキャッシュコーナー（店外を含む）に、ご高齢の方や目の
ご不自由な方、車いすをご利用の方でも操作しやすいユニバーサルデザイ
ン仕様のATMを設置しています。
　さらに、色のコントラストを強調し、ボタン
の境界をわかりやすくする等の「カラーユニ
バーサルデザイン」認定を取得した操作画
面を順次新型のATMに導入しています。
　また、お客さまのご依頼により、口座残高
や取引明細を点字でお知らせするほか、口
座名義や番号を点字表示した通帳ケース・
カードケースもお作りしています。
　このほか、ご高齢のお客さまや聴覚に障
がいをお持ちのお客さまに、より安心して窓
口をご利用いただくため、卓上型対話支援
システム「COMUOON」を一部店舗に設
置しています。

音声案内（ＶＩ）機能付ATM

車いすでもご利用いただきやすいＡＴＭ

専用スピーカーとマイク

コミューン

窓口利用イメージ

コミューン

卓上型対話支援システム「COMUOON」

イベント時の募金活動

エコノミクス甲子園奈良大会

　当行は、地元中学校等への講師派遣や銀行見学・実習生の受入
れ、「全国高校生金融経済クイズ選手権“エコノミクス甲子園”」奈良
大会、親子金融セミナーの開催など、地元における金融経済教育に積
極的に取組んでいます。

　南都銀行「小さな親切」の会は、明るい地域社会づくりを目指して、清掃
活動や献血活動等幅広い公益活動を実施しています。

　地元の人材育成に奉仕するため、奈良県下に居住する人柄・学力
とも優秀な高校生・大学生を対象に、奨学金援助を行っています。

　当行は2002年、本店および事務センターを対象に環境ISO（ISO
14001）の認証を取得し、その後リサイクルセンターや研修センター等に
おいて認証を追加取得しました。
　地球温暖化をはじめとした環境問題に対し、本業を通じた環境保全活
動を継続しているほか、「クールビズ」や「身近な環境保全活動」を実践す
るなど、当行グループをあげて取組んでいます。
　また、環境省が展開する地球温暖化対策のための国民運動「COOL 
CHOICE」に賛同登録するとともに、同省の提唱するキャンペーン

「Fun to Share」にも参加し、無理なく炭素ガスを減らすという本キャン
ペーンに沿った活動を実践しています。
＊2014年2月、これまでの活動への意識が十分に定着していることを踏まえ、当行の環境マネジメントシステムがISO14001の国際規
格に適合していることを自らの責任をもって宣言する「自己適合宣言」に移行しました。移行後も更なる取組み強化に努めています。

　昨今、持続可能な社会の実現に向けたSDGs(持続可能な開発目標)の考え方の拡がりを受けて、企業活動を通じた社会的課題への対処が求められる
ようになり、企業が社会において果たすべき役割の重要性はますます高まっています。
　当行は経営理念に「優れた総合金融サービスを提供します」「地域の発展に尽くします」を掲げ、地域の持続
可能性を支える金融機関として、地域社会の課題解決に貢献すべく、コンサルティングの提供や社会貢献活動に
積極的に取組んでいます。
　本頁においては、このような当行のSDGsに関する取組みについて、投資家の皆さまやお客さまのご理解に
資するよう、ESG（環境・社会・ガバナンス）の枠組みのうち、Environment（環境）とSocial（社会）の部分に
焦点をあて、ご紹介させていただきます。
　引続き、SDGs・ESGに関する取組みを積極的に推し進め、持続可能な地域の成長・発展に貢献してまいります。

　2019年9月、横断歩行者の保護、交通死亡事故の絶無を目的として、
「横断歩行者保護宣言」を制定しました。
　また、同宣言を制定し、その内容を実践する事業所に対し、奈良県
警察が「横断歩行者保護宣言事業所の証」を交付しており、今般当行
もこの証の交付を受けました。
 当行は今後も引き続き、「交
通ルールの遵守」「事故・違
反 のない 安 全 運
転」を徹底し、交通
事故の撲滅にグル
ープをあげて取組
んでまいります。

ＳＤＧｓとは
2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な
開発のための2030アジェンダ」にて記載された2016
年から2030年までの国際目標

　当行は、河川の美化活動として、2014年から「大和川一斉
清掃」（奈良県等が主催）に、また、2017年からは「木津川
流域クリーン大作戦」（木津川流域クリーン大作戦実行委員会
主催）にボランティアとして参加しています。

SDGs・ESGに関する取組みの詳細は、2019年3月期のディスクロージャー誌に掲載しております。　http://www.nantobank.co.jp/
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